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研究成果の概要（和文）：これまで園芸的に顧みられなかった我が国自生のスノキ属野生種（ブ

ルーベリーはスノキ属に属する）を収集し、我が国の環境に適し、高機能性の品種を育成する

ための育種素材としての評価を行った。また、我が国の野生種と栽培種との種間雑種を育成す

るため、数種の野生種と栽培種との正逆交雑を行った。さらに、野生種と栽培種との交雑を容

易にすることを目的として、二倍体の野生種を in vitro でコルヒチン処理して倍加系統の作出

を試みた。 

 
研究成果の概要（英文）：We collected and evaluated Vaccinium wild species native to Japan, 

have not been utilize for horticulture up to the present, as genetic resources to breed some 

blueberry cultivars adaptable to Japan with high functionality.  And we tried to obtain 

some interspecific hybrids among wild species and between blueberry cultivars using 

reciprocal crossing.  We also carried out colchicine treatment of shoots in vitro in some 

wild species, to produce chromosome-doubled plants from diploid wild species, will easily 

cross with tetraploid cultivated species.   
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１．研究開始当初の背景 
ブルーベリーは、ツツジ科スノキ属に分類

され、近年果皮に含まれる色素のアントシア
ニンが眼の疲労回復に効果があることや抗
酸化作用が強く生活習慣病の予防に有効で
あることなどが指摘され、機能性食品として
の評価が高まり、生産・消費共に増大してい

る。しかし、栽培種は我が国に比べ降雨量の
少ない米国で改良されたものであり、生育期
に比較的雨の多い地域ではブルーベリー本
来の良品質の果実が生産されているとは言
い難い。品種についても、我が国では群馬県
での‘おおつぶ星’（1998）他２品種や著者
らが育成した‘レッドパール’他２品種
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（2003）の育成例があるが、そのほとんどが
米国で改良されたものであり、本邦の気候、
風土に適した品種の育成や機能性改善を企
図した育種はほとんど行われていないのが
現状である。一方、我が国にもクロマメノキ
やシャシャンボ、ナツハゼなど約 15 種のス
ノキ属植物が自生しており、果実は小さいも
のの機能性成分であるアントシアニンやポ
リフェノール含量の豊富なものがあるが、こ
れまで改良あるいは栽培化されるには至っ
ていない。 

 

２．研究の目的 

本研究では、これまで顧みられなかった我
が国自生のスノキ属野生種に着目し、それら
を収集栽培すると共に、主として機能性の観
点から評価する。また、野生種の同質倍数体
を作出、育成し、それらと栽培種との交雑に
より種間雑種の獲得を試みる。また、これま
でに得られたクロマメノキとブルーベリー
栽培種との雑種（五倍体）についても、染色
体倍加による不稔性打破効果を調査すると
共に、特性や果実品質、機能性成分含量を明
らかにする。研究期間内には以下に示した項
目について検討する。 

（１）本邦原産スノキ属野生種の収集と果実
の機能性評価並びにゲノムサイズの解析 

アラゲナツハゼ、ナガボナツハゼなど未収
集の我が国自生スノキ属野生種を収集、栽培
すると共に、果実の機能性や抗酸化力を調査
する。また、ゲノムサイズの解析を行う。  

（２）スノキ属野生種の同質倍数体の作出と
その育成 

野生種の茎頂を培養し、in vitro でコルヒ
チン処理を行い、染色体倍加系統を作出する。
得られた倍加系統は接ぎ木することにより
早期育成を図る。 

（３）野生種の同質倍数体の交雑によるブル
ーベリー種間雑種の育成 

野生種とその同質倍数体と四倍体のハイ
ブッシュブルーベリー（ＨＢ）およびサザン
ハイブッシュブルーベリー（ＳＨＢ）あるい
は六倍体のラビットアイブルーベリー（Ｒ
Ｂ）との正逆交雑を行い、交雑親和性を検討
する。得られた種子を播種して実生を育成す
る。 

（４）種間雑種の形態的および生態的特性の
調査 

得られた実生の雑種性や倍数性を解析す
る。また、種間雑種と確認された系統につい
ては、放任状態での着果の程度や葉、花、果
実などについてその特性を調査する。  

（５）種間雑種の果実品質および機能性の評
価 

果実中の糖、有機酸、アントシアニン、ポ
リフェノール含量を分析するとともに、果実
の機能性を比較する。   

 

３．研究の方法 

（１）本邦原産スノキ属野生種の収集と果実
の機能性評価並びにゲノムサイズの解析 
これまでに収集、栽培しているクロマメノ

キやナツハゼ、シャシャンボなどに加えて、
スノキ、ウスノキ、クロウスゴ、ナガボナツ
ハゼ、アラゲナツハゼなどのスノキ属の他の
野生種を収集、栽培し、開花結実したものか
ら漸次果実品質を調査すると共に、アントシ
アニンや総ポリフェノール含量を分析し、栽
培種のそれらと比較する。また、ＤＰＰＨラ
ジカル消去活性試験法により果実のメタノ
ールエキスの抗酸化性を比較する。 
申請者らはこれまでにブルーベリーの栽

培種と本邦産スノキ属野生種数種について、
フローサイトメーターを用いて核 DNA量を測
定し、ゲノムサイズを比較している（津田ら、
2006）が、ここでは、さらに新たに収集した
スノキ属野生種について、フローサイトメー
ターを用いてゲノムサイズの解析を行う。  
（２）スノキ属野生種の同質倍数体の作出と
その育成 

収集した野生種の茎頂を培養し、増殖系を
確立する。培養にはこれまでの報告
（Tetsumura et al. 2008 ）を参考にしてサ
イトカイニンとしてゼアチンを添加した培
地を用いる。確立した培養系により増殖した
シュートを切り取り、津田ら（2007）に従い、
in vitroで所定の濃度のコルヒチン溶液に浸
漬した後、再度培養することにより染色体倍
加系統、すなわち同質倍数体の誘導を図る。
培養固体の倍数性の解析にはフローサイト
メーターを用い、倍加系統と推察された系統
は漸次順化する。  
（３）野生種の同質倍数体の交雑によるブル
ーベリー種間雑種の育成 

申請者らは、我が国の野生種であるクロマ
メノキ（六倍体）と数品種のＨＢ品種と正逆
交雑を行い、クロマメノキを種子親にした場
合には少ないながら雑種実生を獲得するこ
とができることを明らかにしている(小松ら．
2003)。しかしながら、我が国自生のスノキ
属野生種の多くは二倍体であり、それらと栽
培種のブルーベリーとの種間雑種に関する
報告はこれまでのところ見当たらない。そこ
で、収集した他のスノキ属野生種について、
栽培種のブルーベリーと正逆交雑を行い、交
雑親和性の程度を明らかにする。なお、ブル
ーベリーの場合、種子を培養してもその後の
順化に時間を要するため、得られた種子は層
積後丁寧に播種し、温室（現有）内で実生の
早期育成を図る。 
（４）種間雑種の形態的および生態的特性の
調査 
育成した実生系統は、ラビットアイブルー

ベリーの‘ホームベル’に接ぎ木することに



より早期育成を図る。また、既存の交雑系統
（申請者が交雑育成した個体）を含めてフロ
ーサイトメーターで倍数性を解析すると共
に、ＲＡＰＤ法により雑種であるかどうかを
解析する。また、申請者がすでに育成してい
る種間雑種ＫＢ４系統（クロマメノキ×‘ブ
ルークロップ’）は、いずれも五倍体であり、
花粉は形態的に異常なものが多く、自然状態
（オープン）である程度着果するものの、着
果率が低い。そこで、稔性を高めることを目
的として、これら４系統の茎頂を培養し、
（３）と同様にコルヒチン処理することによ
り複二倍体である十倍体を作出する。  
（５）種間雑種の果実品質および機能性の評
価 

これまでに得られている種間雑種（クロマ
メノキ×ＨＢ：２４系統、クロマメノキ×Ｒ
Ｂ：１６系統、クロマメノキ×ＳＨＢ：５系
統）の内、開花したものについては、開花期
を調査し、葉、花および果実の形態と共に両
親との相違を明らかにする。また、花粉の染
色稔性や培地上での発芽率を調査する。ブル
ーベリーの花粉は、通常４分子の集合花粉で
あるが、これまでの調査の結果、種間雑種で
は２分子や３分子が出現することを認めて
いる。そこで、それらの出現割合を調査比較
すると共に、その原因を細胞遺伝学的に検討
する。結実性については、他花粉を受粉した
場合と放任状態での着果の程度を比較し、自
然状態での結実が可能かどうかを明らかに
する。 
 
４．研究成果 
（１）FCMで解析した結果(表１)、16種中 13
種が二倍体、1 種が四倍体、2 種が六倍体の
位置に相対蛍光強度のピークが認められ、四
倍体とされているウスノキを除き従来の報
告と一致した。また、二倍体 13 種間の核 DNA
含量の比較では、ツルコケモモの 0.99pg/2C
からアクシバの 1.46pg/2C まで変異があり、
有意差が認められ、六倍体 2 種のそれらにつ
いてもクロウスゴが 3.65pg/2C、クロマメノ
キが 3.99pg/2C と有意差が認められた。 

 
野生種の中には栽培種と異なり、シャシャ

ンボやギイマなどのように常緑性の種が存

在した。葉の大きさには種間差がみられたが、
いずれの野生種も栽培種に比べ小さかった。
また、花色や形態などに種間差があり、特に
アクシバ、ツルコケモモ、コケモモは花弁数
および雄ずい数がそれぞれ 4枚と 8本であり、
栽培種や他の野生種の 5 枚と 10 本とは異な
っていた。また，アクシバとツルコケモモは
花弁が反捲する特徴があり、後者は他種と異
なり離弁花であった。 
栽培種の果実重は 1g 以上であったのに対

し、野生種ではクロマメノキが 0.73gと比較
的重かった以外、いずれも 1g 以下であった
(表２)。また、野生種の果実は球形に近かっ
たが、シャシャンボは栽培種と同程度に扁平
であった。果面を色彩色差計で測定した結果、
栽培種およびクロマメノキでは果粉を拭き
取る前と後の L 値の差が大きく、果粉量が多
いことが推察された。 

 
成熟果を分析した結果(図１)、シャシャン

ボﾞおよびカンサイスノキは栽培種と同程度
の糖含量を示したものの、他の野生種はいず
れも栽培種より低かった。一方、有機酸含量
は、アクシバ、ウスノキ、スノキ、カンサイ
スノキで栽培種と同程度に低かった。 

 
アントシアニン含量(図２)は、スノキが

1192mg/100gF.W.と高く、次いでナツハゼが
626mg/100gF.W.であり、他の青色系種も栽培
種より高い値を示した。また、スノキでは抗
酸化活性の高いデルフィニジンおよびシア
ニジンが全体の 74%を占めた。 
 

表１　スノキ属野生種およびブルーベリー栽培種における葉の形態的特徴および倍数性と核DNA含量

Oxycoccoides ｱｸｼﾊﾞ 落葉性 1.46 ex 2n 27.3 c 16.8 d-f 1.62 a-c 2.2 a-e

Oxycoccus ﾂﾙｺｹﾓﾓ 常緑性 0.99 a 2n 10.4 a 4.1 a 2.54 d 1.6 a-d

Cyanococcus ﾅﾂﾊｾﾞ 落葉性 1.20 b-d 2n 45.8 d 27.8 hi 1.65 a-c 2.9 d-f
ｱﾗｹﾞﾅﾂﾊｾﾞ 落葉性 1.17 b-d 2n 46.4 d 23.2 f-h 2.00 b-d 3.5 ef
ﾅｶﾞﾎﾞﾅﾂﾊｾﾞ 落葉性 1.17 b-d 2n 24.1 bc 19.2 e-g 1.26 a 3.0 d-f
ｳｽﾉｷ 落葉性 1.17 b-d 2n 26.2 c 13.8 b-e 1.90 bc 1.5 a-d
ｵｵﾊﾞｽﾉｷ 落葉性 2.37 g 4n 49.3 de 25.0 g-i 1.97 b-d 2.6 b-f
ｽﾉｷ 落葉性 1.05 ab 2n 24.6 bc 13.0 b-e 1.89 bc 2.7 c-f
ｶﾝｻｲｽﾉｷ 落葉性 1.27 d 2n 29.1 c 16.4 d-f 1.78 a-c 0.6 a

Vaccinium ｸﾛﾏﾒﾉｷ 落葉性 3.99 j 6n 13.9 ab 7.8 a-c 1.78 a-c 1.3 a-c
Myrtillus ｸﾛｳｽｺﾞ 落葉性 3.65 i 6n 14.2 ab 11.3 b-d 1.26 a 1.1 ab

ﾋﾒｳｽﾉｷ 落葉性 1.18 b-d 2n 22.6 bc 14.2 c-e 1.60 a-c 2.4 b-f
Bracteata ｷﾞｲﾏ 常緑性 1.28 d 2n 24.1 bc 15.0 de 1.60 a-c 2.4 b-f

ｼｬｼｬﾝﾎﾞ 常緑性 1.21 cd 2n 45.3 d 24.2 g-i 1.87 bc 6.1 g
Vitis-Idaea ｺｹﾓﾓ 常緑性 1.11 a-c 2n 13.5 ab 7.0 ab 1.92 bc 1.9 a-e

Cyanococcus ‘ﾌﾞﾙｰｸﾛｯﾌﾟ’ 落葉性 2.18 f 4n 56.7 ef 29.0 hi 1.95 bc 3.7 f
‘ﾘﾍﾞｰﾙ’ 落葉性 2.26 fg 4n 60.6 f 29.9 i 2.06 cd 3.3 ef

‘ﾎｰﾑﾍﾞﾙ’ 落葉性 3.32 h 6n 73.4 g 46.3 j 1.59 ab 2.8 d-f
xTukeyの多重検定により，異なる英文字間に有意差(1%)があることを示す

葉身形指数y=葉身長/葉幅

葉幅
(㎜)

葉身形

指数y

葉柄長
(㎜)

節 種および品種 特性
核DNA含量

(pg)
倍数性

葉身長
(㎜)

表２　 スノキ属野生種およびブルーベリー栽培種における成熟期，果皮色および果実の形態

ﾂﾙｺｹﾓﾓ 9/29～11/2 赤 0.66 bz 12 e 12 d 1.03 d-f 12.6 f 2.6 ab 0.3 a

ｱｸｼﾊﾞ 8/7～9/7 紅 0.22 a 6.6 ab 6.9 a 1.05 ef 12.1 f 3.6 c 0.2 a

ｼｬｼｬﾝﾎﾞ 　 11/6～1/20 黒紫・粉白 0.17 a 5.6 a 6.6 a 1.17 g 2.2 ab 2.3 a 　OSy

ﾅﾂﾊｾﾞ   9/29～11/18 黒 0.33 a 8.6 d 8.1 b 0.94 a-d 1.9 ab 6.2 gh 　OS
ﾅｶﾞﾎﾞﾅﾂﾊｾﾞ 　10/22～12/4 藍黒 0.23 a 7.3 bc 6.8 a 0.93 a-c 3.1 bc 3.9 cd 　OS
ｱﾗｹﾞﾅﾂﾊｾﾞ 　10/12～11/10 黒 0.34 a 8.4 cd 8.2 b 0.98 c-e 1.5 a 5.6 fg 　OS
ｳｽﾉｷ    7/6～8/17 赤 0.33 a 8.3 cd 8.4 b 1.02 c-f 3.8 c 6.6 hi 1.8 d
ｽﾉｷ 6/10～9/9 紫黒 0.15 a 6.9 b 6 a 0.87 ab 4.0 c 3.3 bc 1.2 c
ｶﾝｻｲｽﾉｷ   6/12～7/28 紫黒 0.18 a 7.2 b 6.8 a 0.96 b-e 4.2 c 3.9 cd 1.0 bc
ｸﾛﾏﾒﾉｷ   7/5～9/7 藍黒・粉白 0.73 b 12 e 10 c 0.86 a 6.6 d 4.7 de 0.6 ab

‘ﾌﾞﾙｰｸﾛｯﾌﾟ’   6/26～7/29 藍黒・粉白 3.48 e 15 g 20 g 1.38 h 6.3 d 7.3 i 3.0 e
‘ﾘﾍﾞｰﾙ’  6/16～7/26 藍黒・粉白 1.72 d 14 fg 15 f 1.11 fg 6.2 d 6.2 gh 2.9 e

‘ﾎｰﾑﾍﾞﾙ’ 7/22～9/2 藍黒・粉白 1.31 c 13 ef 14 e 1.08 fg 8.6 e 5.2 ef 1.2 c
zTukeyの多重検定により，異なる英文字間に有意差(1%)があることを示す
yOff the Scale

種および品種 成熟期 果皮色
果実重

（ｇ）
果実の大きさ(mm) 目(mm)

縦径 横径 横/縦 幅 深さ
果柄長
(mm)

Oxycoccus節

Oxycoccoides節

Vaccinium節
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野生種

栽培種



表３　ｽﾉｷ属野生種の腋芽培養における初代培養の生存率と培養系の確立

培養系確立の

　　　　成否

Oxycoccoides ｱｸｼﾊﾞ (2x) 3 2 66.7 成,多芽体z

Oxycoccus ﾂﾙｺｹﾓﾓ (2x) 7 4 57.1 成,多芽体 

Vaccinium ｱﾗｹﾞﾅﾂﾊｾﾞ (2x) 5 4 80.0 成,多芽体 

ﾅｶﾞﾎﾞﾅﾂﾊｾﾞ (2x) 2 2 100.0 成,多芽体 

ｳｽﾉｷ No.1 (2x) 3 1 33.3 成,多芽体 

ｵｵﾊﾞｽﾉｷ(4x) 5 3 60.0 成 

ｽﾉｷ (2x) 12 5 41.7 成 

ｶﾝｻｲｽﾉｷ (2x) 7 6 85.7 否 

ｷﾞｲﾏ No.1 (2x) 6 6 100.0 成 

ｷﾞｲﾏ No.2 (2x) 4 4 100.0 成,多芽体 

ｱｸｼﾊﾞﾓﾄﾞｷ (2x) 11 6 54.5 成 

Myrtillus ｸﾛｳｽｺﾞNo,1 (6x) 13 8 61.5 成,多芽体 

ｸﾛｳｽｺﾞNo,2 (6x) 2 1 50.0 成,多芽体 

ﾋﾒｳｽﾉｷ (2x) 6 3 50.0 成,多芽体 

ﾋﾞﾙﾍﾞﾘｰ (2x) 6 4 66.6 成,多芽体 

Vitis-idaea ｺｹﾓﾓ(2x) 13 10 76.9 成,多芽体 

? ﾃﾞﾗﾍﾞｲ(2x) 9 3 33.3 成 

z 多芽体を形成したもの

   生存率
   （％）

節 種 導入腋芽数 生存数

総ポリフェノール含量と抗酸化活性(図
３)は、いずれの野生種も栽培種に比べ高い
値を示したが、特にスノキやナツハゼで高か
った。 

 
このように、我が国の野生種の中には、常

緑性の種や赤色の果実を着けるものなどが
存在すること、果実の大きさは栽培種に比べ
て劣るものの、機能性が高く育種素材として
興味あるものが存在することなどが明らか
となった。 
（２）スノキ属野生種 15 種の腋芽を培養し
た結果(表３)、初代培養の生存率は種により
異なりアラゲナツハゼ、ナガボナツハゼ、カ
ンサイスノキ、ギイマで高い値を示した。一
方、ウスノキとスノキおよびデラベイでは約
40％以下と低かった。初代培養に成功したも
ののうち、14 種の野生種は培養系を確立する
ことができた。また、継代することにより、
10 種の野生種については多芽体を誘導する
ことができた。 

次に、このようにして得られた多芽体を供
試して、その腋芽にコルヒチンﾝ処理を行っ
た結果、アラゲナツハゼで 4 個体の四倍体が
確認された。なお、これまでに作出したナツ
ハゼ四倍体を含め、これらの四倍体はいずれ
も元の二倍体に比べ葉が厚く、気孔を含む葉
の各組織の細胞が大きかった。  
なお、開花に至ったナツハゼﾞ倍化系統の

花粉を調査した結果（表４）、四分子花粉の
大きさは二倍体のそれに比べ四倍体で大き
かった。また、稔実率はいずれも 85％以上と
高かったが、発芽率は二倍体野生種でも 0.8
～3.0％と低く、倍化系統は 0.3％と 0.1％と
低かった。これらの倍化系統は、発芽率が低
いものの育種には利用可能と思われた。 

 
（３）栽培種と野生種との正逆交雑を行った
ところ、六倍体のクロマメノキとの交雑では
種子親をクロマメノキとした場合に比較的
多くの実生が得られたが、二倍体野生種との
交雑では種子親を栽培種とした場合に小数
の実生が得られた。なお、逆交雑では全く実
生を得ることが出来なかった(表５)。 

 
（４）ナツハゼおよびシャシャンボと栽培種
との節間交雑で得られた実生を RAPD 法によ
り DNA 解析した（図４）ところ、‘ブルーク
ロップ’とナツハゼとの交雑から得られた
BNa2系統は、OPB-8、15 および OPH-1、12の
プライマーを用いた場合、いずれかあるいは
両者でそれぞれ両親の特異的なバンドが検
出され、種間雑種であることが確認された。 
 

交配数 着果数
総

種子数
完全
種子

不完全
種子

発芽数
生存

個体数

‘アーリーブルー’ ナツハゼ(2X) 8 0 0.0 - - - -      - -
‘ウェイマウス’ 20 3 15.0 12 1 11 0 0.0 -
‘ダロー’ 22 1 4.5 50 2 48 1 2.0 1
‘ブルークロップ’ 32 12 37.5 116 5 111 3 2.6 3

‘シャープブルー’ 11 1 9.1 72 0 72 0 0.0 -
‘ジョージアジェム’ 11 0 0.0 - - - -      - -
‘ブラッデン’ 10 0 0.0 - - - -      - -
‘マグノリア’ 23 0 0.0 - - - -      - -
‘リベール’ 19 1 5.3 0 - - -      - -

‘MARU’ 11 1 9.1 45 0 45 0 0.0 -
‘ティフブルー’ 10 1 10.0 0 - - -      - -
‘バールドウィン’ 8 1 12.5 37 0 37 0 0.0 -
‘パウダーブルー’ 24 1 4.2 69 4 65 1 1.4 1
‘ホームベル’ 21 2 9.5 72 0 72 0 0.0 -

T100 10 9 90.0 455 0 455 0 0.0 -

ナツハゼ(2X) ‘ウェイマウス’ 11 0 0.0 - - - -      - -
‘ダロー’ 13 0 0.0 - - - -      - -
‘ブルークロップ’ 43 0 0.0 - - - -      - -

‘シャープブルー’ 10 0 0.0 - - - -      - -
‘ジョージアジェム’ 7 0 0.0 - - - -      - -
‘マグノリア’ 11 0 0.0 - - - -      - -
‘リベール’ 40 2 5.0 6 4 2 0 0.0 -

‘MARU’ 11 0 0.0 - - - -      - -
‘バールドウィン’ 11 0 0.0 - - - -      - -
‘パウダーブルー’ 12 0 0.0 - - - -      - -
‘ベッキーブルー’ 10 0 0.0 - - - -      - -
‘ホームベル’ 44 2 4.5 6 1 5 0 0.0 -

T100 10 0 0.0 - - - -      - -

SHB(4X)

RB(6X)

HB(4X)

SHB(4X)

RB(6X)

HB(4X)

表5　ナツハゼと栽培種ブルーベリーとの正逆交雑における着果率，種子数および発芽率

種子親 花粉親
着果率
（％）

発芽率
（％）

No.1 89.8 1.1 41.8 a 　 -
No.2 85.2 3.0 44.8 c 　 -
No.3 91.3 2.9 43.6 a-c 26.2 ab
No.4 91.3 0.8 43.0 ab 25.9 a

No.3 89.2 0.3 50.2 d 28.3 ab

No.4 91.7 0.1 54.8 e 30.3 b

表4　ﾅﾂﾊｾﾞ(2X)とその倍加系統(4X)の花粉稔性と

       花粉の大きさ

稔実率
(%)

発芽率
(%)

2X

4X

花粉の大きさ(μ m)

四分子 一分子



‘ﾌﾞﾙｰｸﾛｯﾌﾟ’ 63.3 by 37.5 b 1.70 NS 4.1 b 0.23 b

BNa-1 35.2 a 24.8 a 1.44 1.6 a 0.19 b
BNa-2 35.3 a 20.0 a 1.77 1.9 a 0.20 b

ﾅﾂﾊｾﾞ 43.6 a 25.6 a 1.70 2.0 a 0.12 a

葉身形指数y=葉身長/葉幅
zTukeyの多重検定により，異なる英文字間に有意差(1%)
 があることを示す

表6　‘ﾌﾞﾙｰｸﾛｯﾌﾟ’とﾅﾂﾊｾﾞの交雑より得られたBNa2系統と

　　　 その両親における葉の形態

葉身長
(㎜)

   葉幅
(㎜)

  葉身形

指数z

  葉柄長
(㎜)

葉の厚さ
(mm)

 
また、これら 2系統の葉の大きさが花粉親

のナツハゼに、厚さが種子親の‘ブルークロ
ップ’に近似していた（図５、表６）ことか
らも雑種であることが推察された。 

 

 

 
BNa2 系統の倍数性を FCM で解析した結果

（図６）、２系統共に四倍体の位置に相対蛍
光強度のピークが認められたことから、おそ
らく四倍体の‘ブルークロップ’に二倍体ナ
ツハゼの非還元花粉が受粉・受精して生じた
ものと推察された。 
なお、1 年生の小さな実生でもラビットア

イブルーベリーの‘ホームベル’台に接木す
ることで成長を促進することが可能（図７）
であり、この方法を使えば種間雑種の早期開
花に極めて有効（接ぎ木翌年に花芽形成が可
能）であると考えられた。 
また、クロマメノキ×‘ブルークロップ’

より得られた五倍体の種間雑種４系統 
（KB-2,7,9,10）の十倍体を作出したとこ

ろ、元の五倍体に比べ気孔は大きかったが、
節間長と葉の大きさが有意に小さくなり、植
物体が矮化し、花芽形成には至らなかった。 
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